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第 1 章 共同体の輪郭 
 





   私の土地とわたしがあって、外国人は二の次だ。 
アンリ・ミショー『わが領土』（1929 年）より 
 
























































1. モーリス・メルロ＝ポンティ『眼と精神』滝浦静雄、木田元訳 みすず書房 1970  p182-183 









































3. プリニウス『プリニウスの博物誌 3』中野定雄・中野里美・中野美代訳、雄山閣出版 1986 p1409 




















図 2 王木易「裸夫像」キャンバス 油彩 90.9×72.7cm 2007 
 













て図 2 での時間の層に比べ、図 3 での層の数はより多くなっている。 
 
 





































































図 5 王木易「coffee drawing」（一部）紙、インスタントコーヒー、ジェッソ 25.7×18.2cm 2009 
 
図 6 王木易「coffee drawing」（一部）紙、インスタントコーヒー、ジェッソ 25.7×18.2cm 2009 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 









































9. 『世界美術大全集 西洋編 28 キュビズムと抽象美術』 乾由明ほか編 小学館 1996 
10. マックス・エルンスト『慈善週間または七大元素』巌谷國士訳 河出文庫 2011  p414-415 









    































   
（左）図 9 Bernard Réquichot Daté 1952 Huile sur papier marouflé 

















図 11 Bernard Réquichot "La cocarde - Le déchet des continents", 1961 
Collages sur contre-plaqué avec réhauts de peinture 
 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 






















図 12 王木易「coffee drawing」（一部）紙、インスタントコーヒー、ジェッソ、25.7×18.2cm 2009 
 
 






























































































16. フェルディナン・ド・ソシュール『新訳 ソシュール 一般言語学講義』 町田健訳 研究社 2016 p30 
































「かるた」（図 12）は、このような翻訳の問題をテーマに、学部 1 年の終わりに制作した
もので、私が言語の境界をモチーフにした最初の作品でもある。A-Z までの 26 個のアルフ
ァベットから始まる単語を、日本語、中国語、英語から無作為に選び、下記のルールを設






18. "Traduttore e' traditore" 直訳すると「完全な翻訳はあり得ない」 
19. アントワーヌ・ベルマン『翻訳の時代 ベンヤミン「翻訳者の使命」注解』岸正樹訳 法政大学出版局







①  日本語、英語、中国語を使用。 
②  設定した単語を、その単語の言語以外の 2 つの言語で訳し、2 つの言語によ
る 2 つの訳を再びそれ以外の 2 つの言語で訳す。 
 
例：日本語→中国語訳 1、英語訳 1 
中国語訳 1→日本語訳 1st、英語訳 2nd 
英語訳 1→日本語訳 2nd、中国語訳 2nd 
 







  ・訳が「～の…」等、複数の品詞を用いる文章になった場合。 
  ・訳が「～（を）する」等、複数の品詞を用いる動詞になった場合。 
  ・設定した単語が、外来語として扱われた場合（例：「すきやき」→「Sukiyaki」） 
 
 














































































みを刷りあげた。例えば「観自在菩薩」は、日本語では「kan ji zai bo satsu」となり、中
国語では「guan zi zai pu sa」となる。そして版木大の紙に「ｋ」に対応する脊椎の版を刷
り、その上に「a」と「n」の版を被せて刷るといった調子である。最終的には刷りあげた




20. アントワーヌ・ベルマン『翻訳の時代 ベンヤミン「翻訳者の使命」注解』岸正樹訳 法政大学出版局
2013  p59 
21. TEDxTeen 2014 に登壇した 20 カ国語を操る尐年 Tim Donerh は、多言語を流暢に「話す」ことはで
きても、小説を翻訳したり、同時通訳ができる域には達していない。「言葉の表面上の意味を訳すのは簡単
だが、真意を理解するのは容易なことではない」は、彼の言葉である。 






（上）図 15 王木易「骨字」水性木版、70×210cm (４幅)  2011 （展示全景） 






図 17 王木易「骨字」におけるアルファベッド対応図  
 








































23. ベンヤミン「翻訳者の使命」注解、アントワーヌ・ベルマン『翻訳の時代 』岸正樹訳 法政大学出版
局 2013  p145 
24. 細見和之『ベンヤミン「言語一般および人間の言語について」を読む――言葉と語りえぬもの』岩波
























































25. モーリス・メルロ＝ポンティ『眼と精神』滝浦静雄 木田元訳 みすず書房 1970  p261-262 





第 2 章 文字から晶出する共同体のイメージ 
 

































也・大道寺玲央訳 以文社 2006  p330） 







































29. 白川静『字通』平凡社 1996  p236 
30. 白川静『文字遊心』平凡社 2014  p408 






















   所住之四方各百步，则虎狼不敢近 33。 
 
図 18 百万塔陀羅尼（無垢浄光経自心印陀羅尼）奈良時代（８世紀）法隆寺 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
32. ベネディクト・アンダーソン『想像の共同体』白石隆・白石さや訳 書籍工房早山 2012  p24 



























































図 20 王木易「千字文」水性木版 版木 60×90cm 2012 （版木） 
 





































図 21 王木易「千字文」水性木版 版木 63.6mm×93.9cm 2012 （和紙、部分） 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 



















（上）図 22 王木易「摸地」油性木版 版木 綿布 270×270cm 2013 （版木、部分） 



































































40. レヴィ＝ストロース『悲しき熱帯〈2〉 (中公クラシックス)』 中央公論新社 2001  p201 










































   
（左）図 26 徐冰「天書」木刻活字印刷 40×30×2.75cm 1988 
（右）図 27 劉永鋼「坤元—紅」鋼鉄 漆 200×120×83cm 2008 
 






















































書店 2009 p10 










































































46. 飯倉照平監修『一九三〇年代 上海 魯迅』町田市立国際版画美術館 1994  p20 
47. 注 46 掲書  p31 













図 29 ケーテ・コルヴィッツ〈母たち「戦争」第 6葉〉油性木版 34×40cm 1922-23 
 







（左）図 30 王木易 「A scroll of newspaper」60×60cm 2013（版木） 
（右）図 31 王木易 「A scroll of newspaper」50×1300cm 2013 水性木版 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
























れた。骨董品ではなく、主に 1940 年代から 80 年代にかけての古い書籍を集めるためであ
る。私が特に目を惹かれたのは、『美術宣伝員手帖 1～3』（図 32）や『報頭（新聞）図案美





   
（左）図 32 『実用美術参政資料 報頭図案』（青海人民出版社出版 1973年 6月第 1版）より抜粋 
（中央）図 33 『報頭図案美術字』（人民美術出版社出版 1975年 5月第 1版）より抜粋 











































50. 『美術宣伝員手帖 3』天津人民美術出版社 1977年 10月第 1版 p1 
51. マルクス『マルクス全集 第１冊 資本論』高畠素之訳 大鐙閣 1920  p289 
52. 注 50 掲書 p299 
53. 陳瑞林『20 世紀中国美術教育歴史研究』精華大学出版社、2006 p30 
54. E. H. ゴンブリッチ『芸術と幻影』瀬戸慶久訳 岩崎美術社 1979 p27 
55. 加治屋健司「誤作動する武器－クレメント・グリーンバーグ、文化冷戦、グローバリゼーション」『ア








































57. イーゴリ・ゴロムシトク『全体主義芸術』貝澤哉訳 水声社 2007  p92 




























































60. 岡田温司『半透明の美学』岩波書店 2010  p80-81 
61. L・B・アルベルティ『絵画論』 ＜改訂新版＞三輪福松訳 中央公論美術出版 2011 p18 














図 37 ゲルハルト・リヒター “1977 年 10 月 18 日”より 油彩画 インスタレーション 1988 
 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 









（『ゲルハルト・リヒター 写真論／絵画論』清水穣訳 淡交社 2005 p102、103） 






































65. ゲオルグ・ジンメル『ジンメル著作集 第 7巻：文化の哲学』円子修平、大久保健治訳 白水社 2004 
p137 
66. 谷川渥『廃墟の美学』集英社、2003、p18 






図 38 ピラネージ、ジョバンニ・バティスタ『古代ローマのカンポ・マルツィオ』より、図 XXV. セプ


































































68. 宇野邦一『詩と権力のあいだ』現代思潮社 1999 p229 
69. 注 68 掲書 p238-239 























図 39 王木易「A Specimen of Epidemics」インスタレーション（全景）2016 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
71. ヴァルター・ベンヤミン『ドイツ悲劇の根源 下』筑摩書房 1999 p61 
72. 村岡晋一『ヴァルター・ベンヤミンの名前論―ユダヤ的固有名論（三）』中央大学人文研紀要 第 88 号 



















（左）図 40 王木易「A Specimen of Epidemics」インスタレーション（部分）2016 













































（左）図 44 王木易「A Specimen of Epidemics」インスタレーション （部分）2016 









































図 45 艾未未「コカ・コーラのロゴが入った漢王朝の壺」漢代の壺（206BC-24AD）塗料 直径 18cm 1994 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
73. ヴァルター・ベンヤミン『複製技術時代の芸術』佐々木基一編集解説 晶文社 1999 p49 















（左）図 47 艾未未「ストレート」 インスタレーション 200 トンの鉄筋 2008 






75. 牧陽一『艾未未読本』集広舎 2012 p244 




























1950年から 1953年の朝鮮戦争では、1953年 7月 27日の戦争協定によって、大韓民国と
朝鮮民主主義人民共和国の間の全長 248kmの軍事境界線を中心に、南北 2kmの、4km幅の非
武装地帯（Demiliterized Zone,以降 DMZ）が設定された。そこは 1953年から 2019に至る
まで 66 年間、原則的に人が侵入することができない、両軍が対峙する土地となっている。
約 300万発を超える地雷が埋められ、人間だけではなくそこに生息する動植物も危険に晒




4つの企画を提案している 80。4月に原美術館で開かれた「The Nature Rules 自然国家：
Dreaming of Earth Project」では、このプロジェクトを巡る草案がいくつも展示 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
77. 牧陽一『艾未未読本』集広舎 2012 p98 
78. 注 77 掲書 p171 
79. 『The Nature Rules 自然国家：Dreaming of Earth Project』原美術館 2019 p4 






















（左）図 50 河口龍夫「DARK BOX」鉄、闇 37×60×35cm 1975 
（右）図 51 河口龍夫「関係―種子（丸茄子）」鉛、種子 45.8×36.1×1cm 1986-89 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 













































第 3 章 文字から融解/晶出する共同体のイメージ： 
提出作品「The Facets of Boundaries」 
 


































































図 53 王木易「The Facets of Boundaries」インスタレーション 2019 
 










































（左）図 54 筆者による徽宗の「五色鸚鵡図」の臨書 
















































































84. 『坂口安吾全集 3』筑摩書房 1999 
85. 謡の稽古用譜本。詞章に節づけしたもの。一般に半紙半折の和紙の一番綴本，五番綴本 























図 60 敦煌で発掘された陸機（261-303年）『弁亡論』の写本 
（中国国家図書館デジタルアーカイブより）を 3枚合成したもの 
 






（左）図 62 英語の手稿(ロバート・バーンズ（1759-1796年）の手紙)を 3枚合成したもの 

























































































   
（左）図 65「方丈記」を万年筆でトレーシングペーパーに書いていく様子と、 
   書き終わった後、トレーシングペーパーの原稿を折り畳む様子 






(左)図 67 図 65をスキャンしたもの 
（右）図 68 図 67を元に制作したドローイング 90×180cm 
 


























（左）図 69 王木易『書鳥 2』グラファイト 竹和紙 2017 
（右）図 70 王木易『書鳥』グラファイト 竹和紙 2017 
 

































（左）図 72 王木易「書手」グラファイト 竹和紙 2019 










（左）図 74 王木易「Drawing:西」グラファイト 竹和紙 2019 








（左）図 76 「い」？「こ」？ 















































（左）図 79 「書手」の途中稿 グラファイト 竹和紙 2019 





































89. アンリ・ミショー「噴出するもの=湧出するもの」小海永二訳、土曜美術社、1989、p84  








































91. 滝口修造『画家の沈黙の部分』みすず書房 1969 p194  












































93. 丸山圭三郎『欲望のウロボロス』勁草書房 1985 p5  



































図 83王木易『書森』グラファイト 竹和紙 2016 
 
「coffee drawing」（図 12）で、コーヒーを顔料の代わりにしたことから始まり、私は墨

















95. 河野道房『中国山水画史研究』2018 中央公論美術出版 p298 
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